
平成 30年度 学校関係者評価 

 

「よりよい学校づくり」のために、学校評価結果をふまえて自己評価に向けた今後の重点取組

８項目について、学校関係者に評価をお願いしました。 

１ 評価票（評価 5：とてもよい 4：よい 3：まあまあ 2：あまりよくない 1：よくない） 

 評 価 項 目 評価 5段階 

① 当校は、教育方針をわかりやすく伝えている。 ４．８ 

② 当校は清掃が行き届き、学習環境の面で満足できるものになっている。 ３．０ 

③ 当校は、子どもたち一人一人の特性に応じた教育活動に取り組んでいる。 ４．３ 

④ 当校の雰囲気はよく、子どもたちが生き生きとしている。 ４．８ 

⑤ 
当校は、地域や保護者との関わりを大切にし、情報の提供や施設の開放など開
かれた学校づくりに努めている。 

４．５ 

⑥ 
子どもたちに対する教員のことばがけや態度や姿勢がよく教育への情熱が伝
わってくる。 

３．５ 

⑦ 
子どもたちに命の大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようと職員
が積極的に関わり指導している。 

３．８ 

⑧ 
職員は子どもたちの相談にのり、将来の自立に向けてきめ細かな指導を行っ
ている。 

３．３ 

 

２ 本校の自己評価に向けた重点取組「①～⑧、⑨その他」について、記述によりご意見をお

願いしました。 

  (1)「広報・啓発」 

  ・HP はわかりやすくなっていると思う。保護者や地域等対象を明確にして、学校の情報

を発信してほしい。 

  (2)「校内美化」 

  ・個々の教員の気づきと、協力が大切だと思う。 

  (3)「教育活動」 

  ・体験や集団活動は、積極的に取り入れてほしい。生徒の意見も含め、バランスのとれた

設定を検討してほしい。 

 (4)「学校の安全・安心」 

  ・リスク管理を忘れず、開かれた学校を目指してほしい。 

 (5)「地域・保護者との連携」 



  ・学校は積極的に取り組んでいる。負担は軽くないと思うが続けてもらいたい。 

 (6)「接遇」 

  ・挨拶はもちろん、丁寧に対応してもらえている。 

 (7)「命を大切に、社会のルールを守る心の育成」 

  ・権利を主張するだけでなく、義務を果たす意識を身につけてほしい。 

  ・生徒間はよい人間関係ができていると思う。 

 (8)「子どもたちの将来」 

  ・進路への不安は子どもも保護者も常に抱えている。その意識を持って指導をしてほしい。 

  ・福祉関係者としては、子どもたちにとってよりよい将来を切に願う。 


